
 

 

公衆衛生看護活動展開論 3 年・後期  2 単位 30 時間 教授 島田 昇 他 

科目カテゴリー 看護提供のあり方 科目ナンバリング 33420933 

 
１．授業のねらい・概要  

学生が対象者の発達段階や健康障害の特徴に応じた保健活動とはどのようなものなのかを学び，具体

的に母子・成人・高齢者・精神障害者・感染等に対する活動の基本および保健指導について理解す

ることを目的とする。そこから，対象者が主体的に問題解決できるための支援・介入の基礎につい

て考察することができる。  

 

２．学修の到達目標  

１．乳幼児健康診査のチェック項目を 1 0 項目述べることができる。（ D - 2）  

２．母子保健指導のロールプレイを通じて，実施内容の報告書が記載することができる。（ D - 2）  

３．演習を通じて，健康教育指導案を作成することができる。（ D - 2）  

４．演習を通じて，健康教育シナリオを作成することができる。（ D - 2）  

５．演習を通じて，健康教育媒体を作成することができる。（ D - 2）  

６．精神保健福祉センターの役割について 6 項目述べることができる。（ D - 2）  

７．オーラルフレイルについて「身体機能」，「低栄養」を使用し説明することができる。（ D - 2）  

８．災害時に起こりやすい健康課題について 7 項目述べることができる。（ D - 2）  

９．感染症法のポイント 3 つすべて述べることができる。（ D - 2）  

1 0．障害者総合支援法の対象者をすべて述べることができる。（ D - 2）  

1 1．因果関係を推定する 5 条件をすべて述べることができる。（ D - 5）  

1 2．年齢調整死亡率の直接法と間接法の違いについて説明することができる。（ D - 5）  

 

３．授業の進め方  

テキストに基づいて授業を進める。対象別の発達段階，発達課題，特性と社会状況の理解，地域にお

ける保健活動および保健事業について学びを深められるよう，地域保健福祉に関連するトピックス

などもとりあげ，時代と社会背景に即した保健活動についても考察できるようにする。また，演習

ではグループワークを取り入れる。  

 

【アクティブ・ラーニング実施の有無】  

アクティブ・ラーニングとして，グループワーク，ロールプレイを用いる。  

 

【I C T 活用の有無】  

I C T 活用の実施：G o o g l e  C l a s s r o o m による学習課題の提示。G m a i l による学習教材の配信。  

 

４．授業計画（講義・演習）  

回  授業内容  
授業  

形態  
事前事後学修（学修課題）  担当  

１  
母子保健活動論①（わが国の母子

保健）  
講義  

予習：公衆衛生看護学 . j p「母子保健

活動」p 2 5 5～2 8 0 を読んでまとめる。

提示した事前課題を提出する。  

復習：講義内容の母子保健計画（健や

か親子 2 1 の概要と産前・産後ケア事

島田  昇  



 

 

業）についてレポートにまとめておく

こと。  

２  

母 子 保 健 活 動 論 ② （ 乳 幼 児 の 成

長・発達と保健指導：ロールプレ

イ）  

演習  

予習：公衆衛生看護学 . j p「母子保健

活動」p 2 5 5～2 8 0 を読んでまとめる。  

復習：講義内容の妊産婦と乳幼児の健

康と保健指導について教科書を使って

まとめておくこと。ロールプレイでの

保健指導内容の報告書を完成させ見直

しをする。  

島田  他  

３  

健康教育指導案作成  ①  

（ 企 画 案 の 作 成 ： グ ル ー プ ワ ー

ク）  

演習  

予習：公衆衛生看護学 . j p「企画書」

p 2 2 4～2 2 6 を読んでまとめる。  

復習：健康教育の企画・方法について

所定の様式を完成させ見直しをする。  

島田  他  

４  

健康教育指導案作成  ②  

（導入・展開・まとめの検討：グ

ループワーク）  

演習  

予 習 ： 公 衆 衛 生 看 護 学 . j p 「 実 施 」

p 2 2 6～2 2 7 を読んでまとめる。  

復習：健康教育指導案を所定の用紙を

使って完成させ見直しをする。  

島田  他  

５  

健康教育指導案作成  ③  

（導入・展開・まとめの作成：グ

ループワーク）  

演習  

予 習 ： 公 衆 衛 生 看 護 学 . j p 「 評 価 」

p 2 2 7～2 2 9 を読んでまとめる。  

復習：健康教育の評価方法について所

定の用紙を使って完成させ見直しをす

る。  

島田  他  

６  

健康教育シナリオ作成  ①  

（各成員の役割，指導案に対応し

た流れについて考察：グループワ

ーク）  

演習  

予習：公衆衛生看護学 . j p「会場の設

定」p 2 2 6～2 2 7 を読んでまとめる。  

復習：健康教育シナリオを完成させ見

直しをする。  

島田  他  

７  

健康教育媒体の作成  ①  

（媒体の内容について考察：グル

ープワーク）  

演習  

予習：公衆衛生看護学 . j p「健康教育

に使用する媒体の種類」p 2 2 8 表 3 -Ⅳ -

2 を読んでまとめる。  

復習：健康教育媒体を完成させ見直し

をする。  

島田  他  

８  

健康教育媒体の作成  ②  

（媒体の構成について考察：グル

ープワーク）  

演習  

予習：健康教育の媒体について話し合

うこと。  

復習：健康教育媒体を修正し，完成さ

せ見直しをする。  

島田  他  

９  

健康教育リハーサル  

（対象に伝えるための方法を考察

する：グループワーク）  

演習  

予習：グループで健康教育のリハーサ

ルをしておくこと。  

復習：話し合いの結果から健康教育の

修正を行うこと。  

島田  他  

1 0  
精神保健活動論  

歯科口腔保健活動論  
講義  

予習：公衆衛生看護学 . j p「歯科口腔

保健活動」p 4 3 1～4 3 9 と「精神保健活

動」p 3 6 4～3 8 6 を読んでまとめる。  

復習：講義内容の精神保健に関する施

策・制度（精神保健福祉法・障害者総

合支援法・精神保健福祉センター・精

神保健福祉法による入院形態）と，歯

科口腔保健における保健師活動（ライ

フステージ別歯科口腔保健活動・オー

ラルフレイル）について配布した様式

に沿ってまとめておくこと。  

島田  

1 1  災害時保健活動論  講義  

予習：公衆衛生看護学 . j p「災害保健

活動」p 4 5 1～4 7 2 を読んでまとめる。  

復習：講義内容のフェーズ別における

保健師の活動について配布した様式に

沿ってまとめておくこと。  

島田  

1 2  感染症保健活動論  講義  

予習：公衆衛生看護学 . j p「感染症保

健 活 動 」 p 3 8 7 ～ 4 ㉚ を 読 ん で ま と め

る。  

復習：講義内容の感染症法における 1

島田  



 

 

類～ 4 類の特徴，予防接種法における

定 期 予 防 接 種 ， 結 核 対 策 （ 地 域

D O T S）について配布した様式に沿って

まとめておくこと。  

1 3  障害者（児）保健活動論  講義  

予 習 ： 公 衆 衛 生 看 護 学 . j p 「 障 害 者

（児）保健活動」p 3 4 4～ 3 6 3 を読んで

まとめる。  

復習：講義内容の障害者（児）保健施

策・制度（障害者の定義・障害者総合

支援法・国際生活機能分類（ I C F）・発

達障害）について配布した様式に沿っ

てまとめておくこと。  

島田  

1 4  健康教育の実践（ロールプレイ）  演習  

予習：グループで健康教育実践のリハ

ーサルを実施しておくこと。  

復習：他のグループの健康教育につい

て 良 い 点 ・ 改 善 点 に つ い て 評 価 を す

る。  

島田  他  

1 5  疫学と公衆衛生看護  講義  

予 習 ： 公 衆 衛 生 看 護 学 . j p 「 疫 学 概

論」p 1 0 8～1 1 9 を読んでまとめる。  

復習：講義で計算された模擬問題につ

い て 教 科 書 を 使 っ て ま と め て お く こ

と。  

島田  

 

５．成績評価の方法・基準  

定期試験（受験資格は 3 分の 2 以上の出席した者）7 0％，演習事前課題 1 0％，演習課題 2 0％で総合

的に評価する。合格基準は 6 0％以上とする。合格基準に満たない（ 6 0％未満）場合は，単位認定で

きない。  

成績評価は，「２．学修の到達目標」に示した達成状況を，ルーブリック評価表を基に， 5 段階評価

で採点する。尚，ルーブリック評価表に関する詳細については，第 1 回講義内で別途説明する。  

演習事前課題（乳幼児健診の目的・意義 5％，母子保健指導報告書 5％）および演習課題（健康教育

指導案作成 5％，健康教育シナリオ作成 5％，健康教育媒体作成 5％，健康教育の実施 5％）につい

ての実施方法，提出期限，提出方法（場所），評価基準の詳細については，第 1 回講義内で紙面にて

提示する。  

定期試験の出題範囲及び出題方法等は，講義内にて口頭で説明する。  

 

６．テキスト・参考文献  

テキスト：荒賀直子，後閑容子（2 0 2 2）公衆衛生看護学. j p（第 5 版データ更新版）インターメディ

カル  

 

７．準備学習に必要な時間，又はそれに準じる程度の具体的な内容  

シラバスの授業計画の範囲について最低 9 0 分以上の予習及び，授業内容について 9 0 分以上の復習

を実施すること。  

 

８．受講上の留意事項  

テキストの指定された範囲は事前に読んでから授業に臨むこと。日常的に新聞を読み，ニュースに触

れる機会を多くもつよう努力すること。  

遅刻，欠席ならびに授業中の私語，授業に関係ない言動（スマホの使用等）は慎むこと。  

講義時間開始後の無断での教室の入室および退出は慎むこと。  

 



 

 

９．課題に対するフィードバックの方法  

試験の解答は試験後に口頭にて解説する。  

提出された課題は教員が確認して返却する。内容が不備なものは再提出を求める。  

 

1 0．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連  

保健師教育課程必修科目であり，修得できない場合保健師国家試験受験資格が不可となる。  

 

1 1．該当する本授業は，以下の実務経験を活かして実施される  

行政委託機関及び，医療機関での保健師としての勤務経験を活かして，講義・演習を行う。  
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